
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めかるナハセン通信 

 

【発行】 第 20号（平成 30年 1月） 

なは市民活動支援センター 

〒900-0004那覇市銘苅 2-3-1 

なは市民協働プラザ 2階 

 

 

 

 

 

 

センター講座を開催しました♪ 

次回センター講座のお知らせ(^O^)／ 

日時:2月 23日(金) 19：00（18:45受付開始） 

場所：なは市民活動支援センター研修室② 

定員：15名  参加費：無料  ※要申込 

対象：市民活動団体、NPO、自治会、その他興味のある方 

 これからも皆様の市民活動の拠点として、ますます多くの方々にご利用いただけますよう、支援サービスの

充実に努めてまいります。 

本年も、なは市民活動支援センターをよろしくお願いいたします。          スタッフ一同 

 

1月 11日（木）に平中 晴朗さん（沖縄ファシ

グラ研究会）をお迎えし、「会議のためのファシ

リテーショングラフィック講座」を開催！ペンの

持ち方や効果的な色使い、書き方のコツをレク

チャーした後は 3人 1組になり早速ファシリテ

ーショングラフィックを実践！座学と実践の時

間が丁度良く、充実した講座となりました♪ 



より使いやすく、より市民活動団体の皆さまに利用していただけるセンターになるよう、アンケートを実施いた 

します。 センター利用状況やセンターをこんなふうに利用して活動の幅を広げたい！など、ぜひこの機会に皆 

さまの声をお聞かせください！ご協力お願いいたします。 

 

アンケート回収期間： 2月末日 

配布・回収方法：メールにて送付又は 2階センター受付にて配布、回収しています。 

 

 

ロッカーの利用団体募集！ 
ロッカーを無料で貸し出しています。活動に必要な資料、事務用品などの保管や団体宛ての 

郵便物などをセンター経由で受け取ることができます。 
 

 

◆募集期間◆平成30年 2月1日～3月 10日 ※年度毎に更新しますので、継続で希望の団体も応募を要します。         

◆利用期間◆平成 30年 4月 1日～平成 31年 3月 31日     ◆利用料金◆無料 

詳しくは「なは市民活動支援センター」ホームページ又は、センター窓口にてご確認ください。 

◆問い合わせ先◆ なは市民活動支援センター  TEL:098-861-5024 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時:2月 17日(土) 10:00～13：00      

場所：沖縄県立博物館・美術館 講堂 

定員：120名  参加費：無料   ※申込み不要 

◆問い合わせ先◆ まちづくり協働推進課  TEL:098-861-3846 

 

アンケートのお願い 

『第 2回なは協働まつり』 

那覇市協働によるまちづくり推進協議会事業の一環として開催し、那覇市協働大使の皆さんの日ごろの 

活動を紹介するとともに、市民の皆さんに「協働」について知ってもらう事を目的としています。 

イベント内容：なは市民協働大学卒業式/那覇市協働大使委嘱式/協働大使による 

活動ポスターセッション・舞台発表/合唱・ダンス等のステージイベント 

日時：2月 24日(土) 10：00～16：00 

場所：イオン那覇店（ゆいレール小禄駅前） 1階うるくスクエア（イベント広場） 

■問い合わせ先■ 那覇市協働によるまちづくり推進協議会 TEL・FAX：098-955-2282 

 

NEWS！ 

NEWS！ 

NEWS！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『 那覇青果社会貢献基金助成金 』 

締切 平成 30年 2月 28日 （水） 【当日消印有効】 

■応募資格■ 

  ①沖縄県内に所在する民間の非営利団体（団体の法人格は問いません）で、規約等に基づき適正な運営が行われ 

ていることが確実であると認められる団体。 

  ②1団体につき１件の応募とします。団体が異なっても、類似する事業を行う場合は、応募は 1件としてください。 

■助成対象■ 

沖縄県内の次の事業で事業期間は 1年以内とする。 

①自然環境保全 ②希少生物の保護・育成 ③児童生徒の食生活教育   

■助成金額■ 

  １団体当たりの上限額：50万円 

  

『 １９５０倶楽部委員会助成金 』 

締切 平成 30年 2月 18日 （日） 【必着】 

■助成対象団体■ 

  ①社会福祉・地域福祉の推進に寄与する団体であること。なお、法人格の有無は問わないが営利事業を目的とする 

団体は対象外とします。 

  ②1年以上の活動実績を有し、活動を継続できる見込みのあること。 

  ③宗教活動・政治活動を目的とする団体、反社会的勢力に該当する団体は対象外とします。 

■助成対象事業■ 

①子どもの貧困対策に関する事業 

②子どもの貧困対策事業に必要な臨時・非常勤職員の配置 

③放課後児童クラブの利用料の負担軽減  

④就学援助の充実             

■助成金額■ 

  １団体当たりの上限額：20万円 

  

■問い合わせ先■ 

那覇青果物卸商事業協同組合 総務部 総務課 

TEL：098-863-4171  FAX:098-863-4175 

■問い合わせ先■ 

大同火災海上保険株式会社 経営企画部 経営企画課内 

１９５０倶楽部委員会助成事業 事務局（担当：新崎・儀部・岩下） 

TEL：098-869-3099（平日 9:00～17:00） FAX：098-869-5713 

E‐MAIL：npo-shien@shimatate.or.jp 

助成金情報 

☆エコットさんからのお届け物☆ ☆FUN 日カフェの様子☆ 

毎月素敵な作品を届けてく

ださる、環境からエコを考える

会「エコット」の宮島さんから、

節分をイメージした作品が届

きました。 

窓口に展示していますの

で、ぜひご覧ください。 

12月 25日に FUN日カフェ

を開催いたしました！今回も

ご利用団体の皆様に参加して

いただき、楽しい交流の場と

なりました。 

1月26日、2月 23日(予定)

に開催します。多くの方のご

参加をお待ちしています！ 



 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

会議室の料金 

会議室①(84人)1300円/1時間 ★舞台アリ 

会議室②(36人)650円/1時間 

会議室③(45人)650円/1時間 

会議室④～⑦(12～18人)200円/1時間 

会議室⑧(24人) 250円/1時間 

研修室①(16人) 200円/1時間 ★和室 

研修室②(17人) 200円/1時間 

 サイズ 金額 

モノクロ A3 以内  1 枚 1 円 

カラー A3 以内   1 枚 4 円 

お問合わせ なは市民活動支援センター 

〒900-0004 那覇市銘苅 2-3-1 なは市民協働プラザ２階 

TEL：098-861-5024 / FAX：098-861-5029 

メール：C-KATU005@city.naha.lg.jp 

■印刷料金■ ※印刷用紙はご持参ください。 なは市民活動支援センター 検索 

※平成 29年 4月料金改定 

市民活動のヒントに！ 今月の本☺ 

センターからの今月の一冊はこちら♪ 

『チームの力』 

著者： 西條剛央 早稲田大学大学院 客員准教授 

            筑摩書房刊   ちくま新書 

 

●東日本大震災のとき日本最大級の支援プロジェクトを立ち上げ 
運営した著者が、チームのための新しい組織論を展開。 
チーム作り、リーダーシップ論、戦略の立て方、モチベーション 

を引き出す極意、トラブル解消法など、チームの力を最大限に伸ばす原理と方法が紹介さ

れています。 
印象に残った言葉は、「感謝を忘れたときチームは崩壊する（P33）」、「なんでもい

いから意見を言ってくださいはＮＧ（P38）」、「目的に忠実であることの重要性
（P46）」、「人は「言っていること」より「やっていること」で判断する（P76）」、
「状況に応じて柔軟に方法を変える（P111）」、「「関心」の「きっかけ」までさかの
ぼる(P187)」、「熱意の空回りにならないように（P189）」、「正しいことをしている
という信念の危うさ(P190)」、「別の価値観を認める(P192)」でした。 
チームとはどのようにあるべきかを考えさせる一冊です。 
                 Ｂｙ 宮内  


